
 
 

 
 

 
 

 
 

 

海
遊
び
雑
記 

  

平
成
十
一
年
の
、
海
で
遊
ん
だ
記
録
が
出
て
き
た
。
二
編
を
ま
と
め
て
残
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。 

 
 

 
 

 

 
 

 

社
員
旅
行
で
体
験
ダ
イ
ビ
ン
グ 

  

十
月
二
十
三
日
。
私
の
所
属
す
る
部
署
は
、
毎
年
変
わ
っ
た
社
員
旅
行
を
し
て
い
る
。
利
根
川
上
流
で
の
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
や
、
那
珂
川
で
の
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
で
あ
る
。
今
年
は
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
泊

二
日
で
伊
豆
の
宇
佐
見
海
岸
へ
出
掛
け
た
。 

 

参
加
者
は
十
一
名
、
部
員
ほ
と
ん
ど
参
加
で
男
性
九
名
女
性
二
名
だ
っ
た
。
私
を
含
め
三
名
は
ラ
イ
セ
ン
ス
が
あ

り
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
経
験
し
て
い
た
が
、
他
の
八
名
は
初
め
て
の
ト
ラ
イ
で
あ
っ
た
。
み
ん
な
の
様
子
は
、
極
度
に

緊
張
し
た
人
、
ノ
ー
天
気
の
人
、
様
々
だ
っ
た
。 

 

最
初
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
、
潜
水
器
具
の
使
い
方
や
潜
水
時
の
注
意
な
ど
、
一
通
り
の
講
義
を
受
け
て
か

ら
ビ
ー
チ
に
出
て
、
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
に
着
替
え
た
。
み
ん
な
、
は
し
ゃ
い
で
い
る
。
験
者
三
名
も
ド
ラ
イ
ス
ー
ツ

を
着
て
準
備
に
入
っ
た
。
い
よ
い
よ
、
ボ
ン
ベ
を
背
負
い
フ
ル
装
備
を
す
る
。 

「
重
い
、
結
構
重
い
な
」 

「
海
に
入
れ
ば
軽
く
な
る
よ
」 

「
あ
あ
そ
う
か
、
わ
か
っ
た
よ
」 

よ
た
よ
た
と
、
ア
ヒ
ル
の
よ
う
な
足
取
り
で
海
に
入
る
。 

「
あ
あ
、
軽
く
な
っ
た
」 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
導
で
、
水
深
三
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
場
所
ま
で
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
を
使
っ
て
泳
い
で
ゆ
く
。

ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
に
到
着
す
る
と
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
を
外
し
、
ボ
ン
ベ
に
つ
な
が
っ
た
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
く
わ
え

る
。 

「
息
は
で
き
て
い
ま
す
ね
？
潜
水
し
ま
す
よ
。
ス
タ
ビ
の
空
気
を
ゆ
っ
く
り
抜
い
て
い
き
ま
す
。
耳
抜
き
を
し
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
と
潜
水
し
て
く
だ
さ
い
。
底
に
着
い
た
ら
動
か
な
い
で
い
て
く
だ
さ
い
」 

な
か
な
か
沈
め
な
い
人
も
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
手
助
け
を
得
て
潜
水
し
た
。 

 

目
の
前
の
す
べ
て
が
水
族
館
に
な
っ
て
ゆ
く
。
鼻
を
つ
ま
ん
で
耳
抜
き
を
す
る
。
水
中
で
息
が
で
き
て
い
る
こ
と

に
、
今
更
な
が
ら
気
づ
く
。
上
を
見
上
げ
る
と
水
面
が
キ
ラ
キ
ラ
と
光
っ
て
い
る
。
別
世
界
の
無
重
力
に
包
ま
れ
た

の
だ
。
我
々
三
人
も
周
り
で
見
て
い
る
。 

 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
合
図
で
、
フ
ィ
ン
を
使
い
ゆ
っ
く
り
と
移
動
す
る
。
カ
シ
メ
類
の
海
草
に
小
魚
が
群
れ
て

い
た
。
二
十
分
ほ
ど
水
中
散
歩
を
楽
し
む
と
、
浮
上
の
合
図
が
出
て
水
面
に
顔
を
出
す
。
ま
た
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
を
く

わ
え
て
ビ
ー
チ
に
戻
っ
た
。
体
験
後
の
感
想
は
、（
な
か
な
か
良
か
っ
た
）
と
の
意
見
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
た
。 

 

い
つ
も
の
社
員
旅
行
は
、
宿
泊
日
に
夕
食
を
兼
ね
た
宴
会
が
開
か
れ
、
か
な
り
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
。
し
か

し
、
何
と
今
日
は
午
後
九
時
に
は
消
灯
睡
眠
と
な
り
、
す
こ
ぶ
る
健
全
な
宴
会
で
終
わ
っ
た
。
み
ん
な
相
当
疲
れ
た

よ
う
だ
っ
た
。 

 

翌
日
、
四
名
が
体
調
不
良
と
の
こ
と
で
、
ダ
イ
ブ
の
中
止
を
申
し
出
た
。
残
り
の
七
名
は
、
前
日
よ
り
深
い
場
所

で
の
ダ
イ
ブ
に
挑
戦
し
た
。
私
の
経
験
で
は
、
二
度
目
の
ダ
イ
ブ
は
一
度
目
に
比
べ
る
と
、
か
な
り
楽
に
こ
な
せ
る

の
で
あ
る
。
案
の
定
、
水
深
計
や
コ
ン
パ
ス
を
見
る
、
ゆ
と
り
の
で
き
た
人
も
い
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
新
た
に
ラ

イ
セ
ン
ス
を
取
っ
て
、
ダ
イ
バ
ー
を
目
指
す
と
い
う
人
は
い
な
か
っ
た
。
大
き
な
理
由
は
、（
日
々
の
生
活
で
、
い

ろ
い
ろ
出
費
が
掛
る
か
ら
）
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
実
際
こ
の
遊
び
は
、
お
金
が
掛
る
の
だ
。 



 

そ
の
後
、
海
辺
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
指
向
し
た
社
員
旅
行
は
、
今
度
も

大
成
功
で
あ
っ
た
。 

  
 

 
 

下
田
沖
の
釣
り 

  

十
一
月
十
四
日
朝
六
時
、
釣
宿
に
着
い
た
。
あ
れ
こ
れ
準
備
を
し
て
七
時
頃
出
船
。
お
馴
染
み
の
Ｓ
氏
と
Ｉ
氏
、

他
私
を
含
め
総
勢
六
人
の
、
に
わ
か
釣
り
師
の
出
陣
で
あ
る
。 

 

晴
れ
た
日
、
海
の
朝
は
美
し
い
。
深
い
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
の
空
が
、
水
平
線
か
ら
次
第
に
光
を
増
し
、
コ
バ
ル
ト
ブ

ル
ー
に
明
る
ん
で
く
る
。
新
し
い
光
は
近
く
の
雲
を
金
色
に
輝
か
せ
、
や
が
て
太
陽
は
昇
る
。
明
く
な
っ
た
海
風
の

中
で
釣
り
師
達
は
準
備
を
始
め
た
。
コ
マ
セ
籠
下
、
二
ｍ
ほ
ど
の
ハ
リ
ス
に
セ
イ
ゴ
針
が
つ
い
て
い
る
。
釣
り
の
対

象
は
イ
ナ
ダ
で
あ
る
。
期
待
を
乗
せ
た
船
は
飛
沫
を
あ
げ
た
。 

 

漁
場
に
は
す
で
に
数
隻
の
舟
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
糸
を
垂
れ
て
い
た
。
波
高
二
メ
ー
ト
ル
、
船
は
か
な
り
揺

れ
て
い
る
。
合
図
と
同
時
に
、
い
っ
せ
い
に
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
ま
で
籠
を
落
と
す
。
各
自
が
バ
ラ
バ
ラ
に
落
と

す
と
、
糸
が
絡
ま
り
や
す
い
の
だ
。
大
き
く
上
下
に
竿
を
振
り
食
い
を
誘
う
。
左
舷
右
舷
と
も
各
三
名
、
コ
マ
セ
の

散
ら
ば
り
具
合
か
ら
か
？
真
ん
中
が
良
く
釣
れ
て
い
た
。 

 

私
に
は
さ
っ
ぱ
り
当
り
が
な
い
。
何
度
も
コ
マ
セ
を
付
け
変
え
、
竿
を
振
っ
て
い
た
。 

「
き
た
！
」 

奮
闘
一
時
間
、
や
っ
と
私
に
も
食
い
が
で
た
。
か
な
り
の
引
き
で
あ
る
。
必
死
に
巻
い
て
い
る
の
だ
が
、
魚
の
引
き

が
強
く
ル
ー
ル
が
空
回
り
を
し
て
、
さ
っ
ぱ
り
巻
き
取
れ
な
い
。
手
巻
き
で
五
〇
メ
ー
ト
ル
巻
く
の
は
結
構
疲
れ
る
。

何
と
か
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
巻
く
と
、
魚
も
疲
れ
た
の
か
、
リ
ー
ル
の
手
応
え
が
軽
く
な
っ
た
。
更
に
巻
い
て
ゆ
く

と
、
水
面
近
く
で
も
う
一
度
あ
ば
れ
る
。
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
糸
は
太
い
の
で
難
な
く
取
り
込
め
る
。
六
〇
セ
ン
チ

超
の
イ
ナ
ダ
だ
。 

急
い
で
針
を
外
し
て
ま
た
仕
掛
け
を
投
げ
込
む
。 

「
き
た
！
」 

今
度
は
巻
き
が
軽
か
っ
た
。
淡
々
と
糸
は
巻
き
取
れ
て
ゆ
く
。
水
面
近
く
で
魚
が
走
っ
た
。
ソ
ー
ダ
ガ
ツ
オ
で
あ
る
。

こ
の
魚
は
船
に
引
き
上
げ
る
と
、
小
刻
み
に
震
え
て
す
ぐ
に
死
ん
で
し
ま
う
。
結
局
、
目
的
の
イ
ナ
ダ
は
八
匹
し
か

釣
れ
ず
、
私
の
釣
果
は
一
番
ふ
る
わ
な
か
っ
た
。 

 

帰
港
す
る
時
間
は
早
く
感
じ
る
。
魚
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ク
ー
ラ
ー
は
重
い
。
二
人
一
組
に
な
っ
て
桟
橋
に
引

き
揚
げ
た
。
陸
に
立
っ
て
も
体
は
ま
だ
揺
れ
て
い
る
。
獲
物
の
ほ
と
ん
ど
は
イ
ナ
ダ
な
の
だ
が
、
他
に
カ
ワ
ハ
ギ
、

シ
イ
ラ
、
ソ
ー
ダ
ガ
ツ
オ
が
混
じ
り
、
合
計
七
〇
匹
以
上
の
快
挙
だ
っ
た
。 

 

乗
っ
た
釣
船
は
新
聞
社
の
提
携
船
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
我
々
の
釣
果
が
翌
日
、
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
釣
り
欄

に
小
さ
く
載
っ
た
。
そ
こ
に
は
、 

「
伊
豆
下
田
沖
、
イ
ナ
ダ
好
調
。 

‥
‥
素
人
で
も
八
〇
匹
の
大
漁
‥
‥
」 

と
書
か
れ
て
い
た
。 


